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Abstract
The purpose of this study was to explain the relationship between visual information 
and motion in show-jumping horse. Sixteen horses (nine advance level and seven novice 
level horses) participated in the performance test consisting of jumping a vertical obstacle. 
Advance level horses were characterized by visual focus on obstacles at take-off, but 
novice level horses did not display a similar visual focus. Thus, these results suggest that 
visual information is a key factor in the development of show-jumping horse technique.
要　約
本研究の目的は障害馬術競技馬の視覚情報と動作との関係を検討することにある。実験で
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また、現在では Fédération Equestre Internatio-









術は、競技アリーナに設置された 10 個から 13 個
の障害物を、落下したり飛越を拒否したりするこ
となく、人馬が勇敢にそして華々しく飛越する競













































































































erts （1992）は約 178 度としており、鼻先のライ
ンから後方に視野が偏っている（図 1）。また、






























































































ルの高い馬匹 9 頭（以下 Advance 群）と、競技
登録のされていない競技レベルが比較的低いと思
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を実施した後、垂直障害の高さを段階的に高く
し、Advance 群には高さ 60cm の障害物と高さ
140cm の障害物を飛越させ（以下、Advance 群
































また、身体ポイント No.1 と No.2 を結ぶ線を頭部


















グ メ ン ト 角 度 を 算 出 し た。 そ の 後、Wells et 
al.（1990）の方法を用いて測定する身体ポイント
図 4　測定項目：原図は Buchner et al.（1997）より引用
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の座標成分ごとに最適遮断周波数を決定し、But-






グ メ ン ト の 角 度 に つ い て は R version 3.0.2 
（2013-9-25）を使用し、スプライン関数を用いて






統計処理には、R version 3.0.2 （2013-9-25）を
使用した。すべての分析項目について、Advance
群 140cm と Advance 群 60 cm との間でウィル
コクソンの符号付き順位和検定を、Advance 群
60 cm と Novice 群 60cm との間でマン・ホイッ




3-1-1‌　Advance 群 140cm と Advance 群 60‌
cmの態勢比較
項の高さの変化を図 5 に示す。すべての時点で






時 点 か ら ス ト ラ イ ド 3 の 前 半 で Advance 群
140cm は Advance 群 60cm よ り も 有 意 に 低 く
なっていた（p<0.05）。
頭部セグメント角度および頚部セグメント角度
の変化を図 7 と図 8 に示す。ほぼすべての時点で





図 5　Advance 群 140cm と Advance 群 60cm の項の高さの変化
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図 6　 Advance 群 140cm と Advance 群 60cm の肩の高さの変化
図 7　 Advance 群 140cm と Advance 群 60cm の頭部セグメント角度の変化
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3-1-2‌　Advance 群 60cm と Novice 群 60cm
の態勢比較
両群の項の高さおよび肩の高さの変化を図 9、
図 10 に示す。すべての時点で Advance 群 60cm
は Novice 群 60cm よりも項の高さおよび肩の高
さが高かった。また、ストライド 1 およびストラ
イド 2 前半の多くの時点で Advance 群 60cm は
Novice 群 60cm に比べて項の位置が有意に高く
なっていた（p<0.05）。また、肩の高さについて
もストライド 1 およびストライド 2 のいくつかの
時点で Advance 群 60cm が Novice 群 60cm に比
べて肩の位置が有意に高くなっていた（p<0.05）。





Novice 群 60cm ではあまり変化が見られなかっ
た。このため、ストライド 3 ではすべての地点で
Advance 群の方が Novice 群に比べて頚部セグメ
ントの角度が小さくなっていた。また、頭部セグ




表 2 は Advance 群 140cm と Advance 群 60cm
の各ストライドおける歩幅、ピッチおよび速度の
平均値と標準偏差を示したものであり、表 3 は






3-2-1‌　Advance 群 140cm と Advance 群
60cmのストライド・ピッチの比較
図 13、図 14 および図 15 は Advance 群 140cm
と Advance 群 60cm の歩幅、ピッチおよび速度
を箱ひげ図に表わしたものである。Advance 群
140cm はストライド 3 においてストライド 2 よ
りも有意に歩幅を短縮しピッチを上げていた
（p<0.01）。また、ストライド 3 においての Ad-
図 8　 Advance 群 140cm と Advance 群 60cm の頚部セグメント角度の変化
ウマの視覚特性からみた障害飛越競技馬の飛越動作に関する研究
─ 11 ─
図 9　Advance 群 60cm と Novice 群 60cm の項の高さの変化
図 10　 Advance 群 60cm と Novice 群 60cm の肩の高さの変化
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図 11　 Advance 群 60cm と Novice 群 60cm の頭部セグメント角度の変化
図 12　 Advance 群 60cm と Novice 群 60cm の頚部セグメント角度の変化
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vance 群 140cm の歩幅は Advance 群 60cm より
も有意に短く（p<0.05）、ピッチについても有意
に大きかった（p<0.05）。また、有意な差は見ら
れなかったが Advance 群 60cm においてもスト
ライド 3 においてストライド 2 よりも歩幅を短縮
させていた。速度については Advance 群 140cm
でばらつきがやや大きかったものの有意な差は見
られなかった。
3-2-2‌　Advance 群 60cm と Novice 群 60cm
のストライド・ピッチの比較
図 16、図 17 および図 18 は Advance 群 60cm
と Novice 群 60cm の歩幅、ピッチおよび速度を
箱ひげ図に表わしたものである。すべてのストラ
イドにおおいて歩幅、ピッチ、速度ともに有意な
差 は み ら れ な か っ た が、Advance 群 60cm と
Novice 群 60cm ともにストライド 3 で歩幅を短
縮しており、ピッチについてはストライド 3 に近
づくにつれてピッチを上げていた。また、速度に
ついてはストライド 1 とストライド 2 の間で
Novice 群 60cm が Advance 群 60cm よりも速度
を増大させていた。
4　考　察
Advance 群の 140cm と 60cm の 2 試技におい
て、比較的高い障害物を飛越させた Advance 群
140cm は Advance 群 60cm に比べ頭部セグメン
ト角度を大きくし、項の高さを上方に保持してい
た。これら差は特にストライド 3 で有意であり、
60cm よりも高さのある 140cm の障害物に対して
踏切直前に視野を確保できる態勢をとっていたと
考えられる。また、Advance 群 60cm と Novice
群 60cm の比較においては、Advance 群 60cm は
ストライド 2 の中盤から徐々に頭部セグメント角
度と頚部セグメント角度を減少させ、ストライド
3 では Novice 群よりもその角度を小さくしてい
たことから、比較的下方にある 60cm の障害物に
表 2　Advance 群 140cm と Advance 群 60cm のストライド変化
Advance 群 140cm Advance 群 60cm











































表 3　Advance 群 60cm と Novice 群 60cm のストライド変化
Advance 群 60cm Novice 群 60cm
















































図 13　Advance 群 140cm と Advance 群 60cm の歩幅の変化






図 15　Advance 群 140cm と Advance 群 60cm の速度の変化
図 16　Advance 群 60cm と Novice 群 60cm の歩幅の変化
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図 17　 Advance 群 60cm と Novice 群 60cm のピッチの変化
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